
「産後リカバリープロジェクト」
及び

「10月10日産後リカバリーの日啓発活動」について

2023年7月24日

神奈川県 未病産業研究会
休養分科会 運営事務局

産後リカバリープロジェクト事務局



所在地 ：神奈川県厚木市中町4-4-13 浅岡ビル4F

会 長 ：渡辺恭良（神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科 特命教授、

 理化学研究所生命機能科学研究センター 客員主管研究員、大阪公立大学 名誉教授、
 一般社団法人日本疲労学会 理事長）

副会長 ：水野敬（神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科 特命教授、

理化学研究所生命機能科学研究センター 客員主管研究員、
大阪公立大学健康科学イノベーションセンター 特任教授/副所長、
一般社団法人日本疲労学会 理事）

顧 問 ：大谷泰夫（神奈川県立保健福祉大学 理事長、元内閣官房参与）

松木秀明（東海大学 名誉教授、健康評価施設査定機構 理事）

代表理事：片野秀樹 博士（医学）（日本未病総合研究所講師、Genki Vital Academy 顧問）

提 携 ：ゲンキ・バイタルアカデミー（ドイツ）

社会の休養リテラシーの向上と、科学に裏付けられたソリューションの提案を行う
休養市場を創造し、ヒトが元気に意欲的に生活できる社会を、一般社団法人日本リ
カバリー協会では目指しています。

一般社団法人日本リカバリー協会



情報リテラシー向上の核となる休養学

休養学のベースとなる、テキストを2021年6月17日に発刊
国内外の31名の有識者の方々と執筆を行い、休養の普及をおこなっている。



休養分科会の枠組みと活動

積水ハウス(株)様
（株）村田製作所様
横浜高島屋（（株）髙島屋）様
伊藤超短波（株）様
（株）大広様
（有）ゴルフハウス湘南様
（株）ケッズトレーナー様
日総工産（株）様
ネムリノチカラ様
（一社）ヨガセラピスト協会様
（株）SOXAI

オブザーバー
SOMPOひまわり生命保険株式会社

神奈川県 未病産業研究会
（一社）日本リカバリー協会様
(株)COPELコンサルティング様
タカラベルモント(株)様
(株)ハイクラス様
(株)べネクス様

休養分科会 参画企業様

休養分科会 運営事務局

定例報
告会

運営

広報活動
（休養週間推
進事務局）

休養週間の制定
セミナー開催
HPでの発信
参画企業様への情報提供
プレスリリース配信

R&D活動
（定例会
外）

①ココロの体力測定2023
②休養×フェムテック/産後リカバリーPJ
③休養×外部環境ビジネス開発PJ
④会員企業の情報交換会
他

各事務局メンバーが運営

参画希望のプロジェクト
への個別参画

外部パートナー（自治体・団体・企業・人）



産後リカバリープロジェクトについて



プロジェクトの背景

産後の女性（夫婦）に対して、社会システム及び知識などの不足による、
リカバリー環境が不足している状況。

出産後の母体へのダメージは「交通事故レベル」と例えられることもあるほどにも関わらず、産後の女性（夫婦）
に対する、リカバリーのためのサービス、情報、環境が不足している。

「役割があり休めない」と回答した女性の割合

産前の女性は、マタニティー期として社会的にサポートする文化が定着（マタニ
ティーマークの普及など）、しかし社会復帰が前提になりつつある社会に変化しな
がら、なぜ産後の女性への労わりの意識は低いのか？



子ども優先で自身のリカバリーに

意識がむかない。

周囲から、いたわりがない。

産前に比べ、

産後の情報が少ない。

赤ちゃんの声が
うるさいな…

産んだ後はもっと
動けるでしょ？

非科学的な情報も多く、

情報を探すのも困難。

産後女性への社会的な情報アップデートが重要となる



「産後」を一つのターニングポイントとして正しいヘ
ルスケア知識を広げ、日本人の生涯にわたる健康や 
QOL、子どもの健全な成長をもっと社会で応援して
いくために、神奈川県未病産業研究会 休養分科会が
母体になり、「産後リカバリープロジェクト」を 
2022 年11月に立ち上げました。

産後リカバリープロジェクト
の立ち上げ

【産後リカバリープロジェクト 賛同・協賛企業】 ※2023年7月1日現在
株式会社ベネクス、タカラベルモント株式会社、株式会社大広 フェムテック・
フェムケアラボ、一般社団法人 日本リカバリー協会、ＳＯＭＰＯひまわり生命株
式会社、プレミアアンチエイジング株式会社、東洋紡株式会社、株式会社ポーラ、
ガーミンジャパン株式会社 ※入会順

後援：神奈川県未病産業研究会、一般社団法人日本疲労学会、神戸リサーチコン
プレックス協議会

共催【10月10日啓発活動】：神奈川県



産後リカバリープロジェクトのロゴマークは、太陽をモチーフにしています。

背景にあるのは、大正から昭和にかけて女性の自由確立のために尽力した
女性解放運動家・平塚らいてうが文芸誌『青鞜』創刊の辞として書いた

「元始女性は太陽であつた」という言葉。

出産というすばらしい門出から始まる産後が、
太陽が昇りはじめる希望に満ちた瞬間のような、

ワクワクしたものになりますように。

そんな思いを込めてデザインしました。



【目指す社会的インパクト・意義】

１、産後女性への前向きな社会・文化作り（意識変化、社会システム構築）
・夫婦の前向きな出産意識の形成、育休（男性の）の意義の創出
・女性及びそのパートナーの社会復帰意欲の形成
・産後リカバリーの市場形成による文化作り ※台湾の産後ケアセンター文化
・自治体の産後ケアへの貢献（未病分野）

２、産後女性への情報のアップデートによる新しいヘルスケア領域の開発
・産後からそれ以降の、自身（夫婦）へのヘルスケアリテラシーの向上
※マタニティー期が最も健康投資意欲が高まる

・Femtech（フェムテック）×具体的な貢献ターゲットの設定によるビジネス開発



産後0～2ヶ月 3～10ヶ月 10ヶ月以降

身体リカバリー期
（産褥期）

心身リカバリー期 家族リカバリー期

当プロジェクトが考える、産後リカバリーの期間

大きな身体・環境変化がある産後は、産褥期だけでなく準備期間のマタニティー期、
その先の心身や、家族間そして社会への復帰のためのリカバリーに当てたい。

特に昨今の、社会復帰を前提とした産後女性へのサポートも、重要なテーマと考える。

大きくなった子宮が元に戻ろうと
したり、出産時の傷の痛みが続く
人も。胎盤や悪露体外に出ること
で、貧血にもなりやすいなど、ま
さに満身創痍。それに加えて休む
間もなく24時間体制の赤ちゃんの
お世話が始まり、慢性的な睡眠不
足にも。疲労は積み重なり、また
ホルモンバランスの急激な変化も
相まって、体だけでなく精神的に
も不安定になりがちです。

赤ちゃんは3～4か月頃には昼間起
きている時間が増えます。5～7か
月頃には寝返りやお座りをするよ
うになり、昼夜のリズムがはっき
りしてきます。一方のお母さんは、
妊娠・出産による体の変化の多く
が回復し、体調が整い始める時期
ではありますが、ここまでがん
ばってきた疲れが出てきたり、赤
ちゃんの体重増加による抱っこの
負担で肩こりや腰痛に悩まされる
人も多いです。

日常のできることを増やしたり、
仕事に復帰したりする中で、ど
んどん活発になる赤ちゃんのお
世話で体力は常にギリギリ。中
には夜泣きで睡眠不足が常態化
してしまってつらいという人も。
また、夫婦の疲労も溜まってく
るので、子どもだけでなくお互
いの体と心にも気を配る。周囲
の協力も含めて育児の環境を整
える時期。

産後リカバリー

産前期

準備期間期
（マタニティ期）

産休明け期

社会リカバリー
期



◇産後リカバリー白書作成（ココロの体力測定より）
※ココロの体力測定とは2016年から実施ている毎年10万人以上のweb調査です。2021年より、フェムテッ
ク、産前産後の女性関連を項目に追加

◇webサイト、リリースでの情報発信
https://www.recovery.or.jp/sungo/

◇産後リカバリーセミナーの開催（産休期間のリカバリープログラム）
※産休中の社員の方への復帰に向けたプログラム
※企業向けにテスト開催を実施（べネクス、阪急百貨店労働組合）
※神奈川県の公認プログラムを目指し、実証実験を検討 ⇒ 県内企業への導入を目指す

◇産後リカバリーアイデア会議の定期開催（企業勉強会）

◇神奈川ME-BYOリビングラボ実証事業を活用した、エビデンス開発（予定）

◇10月10日産後リカバリーの日 啓発キャンペーン
共催：神奈川県、協力：未病産業研究会、後援：日本疲労学会

産後リカバリープロジェクトの主な活動

https://www.recovery.or.jp/sungo/


調査報告書「産後リカバリー白書 2022」について

発売日 : 2022/11/28
編著者：一般社団法人日本リカバリー協会
監修：産後リカバリープロジェクト
定価： 66,000 円（本体 60,000 円+税 10％）
判型・ページ数：A4 2 色 104P



産後リカバリープロジェクト

アイデア会議とは

「産後リカバリープロジェクト」は、産後のお母さんやその家族への社会の意識・知識向上を目的に、

2022年11月、一般社団法人 日本リカバリー協会が発足したプロジェクトです。

「産後ケア」という言葉や、行政・民間によるサービスが始まったのは、ここ数年のこと。その充実度や内

容は市区町村によってばらつきがあるだけでなく、赤ちゃんに意識のいっている妊娠中・産後のお母さんた

ちは、居住地域で産後ケアのサービスを受けられることを「まったく知らなかった」という声も少なくあり

ません。

産後リカバリープロジェクトでは、産後ケアに取り組む有識者や企業と一緒に、妊娠中・産後のお母さんに関

する情報や、取り巻く社会状況などについての情報をアップデートするアイデア会議を2023年1月よりスター

ト。サービスや商品など、産後ケア（リカバリー）に関するさまざまなソリューションの開発に役立てること

で、疲労を抱えがちな産後のお母さんとその家族の一助となることを目指します。

産後ケアリカバリープロジェクト アイデア会議
プログラムディレクター 丹羽真紀子



産後リカバリープロジェクト アイデア会議

開催概要 ※2023年7月現在

現在、産後リカバリープロジェクト アイデア会議は、月2回開催（不定期）。

今後は【プログラムA】【プログラムB】の交互開催及び、個別に企業支援を行う【プログラムC】の実施も予定しています。

【プログラムA】産後リカバリーに関する有識者を招いてのトークセッション

働き方を含む、女性のライフスタイルは大きく変化しているものの、妊娠中・産後の女性の心身に関する基礎的な

情報はアップデートされていないのが現状です。アイデア会議は、“今”の妊婦さんや産後のお母さんたちと接してい

る有識者をお招きし、その方々の専門的な視点から、今の女性たちに必要な産後リカバリーを探っていきます。

【プログラムB】『産後リカバリー白書2022』解説セミナー
日本リカバリー協会がまとめた『産後リカバリー白書2022』の読み方を解説するマーケティングセミナーです。全

国の妊娠中・産後の女性4,640人の調査データを、産後リカバリーのためのサービスや商品開発、社内の人事・環境

整備等にお役立てください。

【プログラムC】マーケティング支援ワークショップ
有識者との意見交換会や産後のお母さんの座談会などによる、商品・サービス開発支援ワークショップ。希望企業

ごとに個別に行います。



神奈川県、産後リカバリープロジェクト共催企画

10月10日啓発内容について



産後には、『リカバリー期』があるということを、産前の『安定期』のような一
つの重要なターニングポイントとして、普及をさせることを目的とします。

10月10日での発信は、産後リカバリー白書と県内外の産前産後関係者の意見を集
め、「産前産後ママの現在地」の発信を中心に。

そこで示された課題を基に、年間を通して解決策となる知識づくりは検討してい
く。

テーマ：『産前産後の課題アップデート2023』



神奈川県と共同で産後の課題を社会化する大規模調査
神奈川県共同で産前産後の関係者1万人アンケートを実施 参画社は調査設計
から意見を出せる
（県内外の産婦人科、助産院関係者、参画企業の社員、自治体関係者他 参
画各社コネクションを活かす）

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

『10の産前産後の重要課題2023』の作成
※STEP1のアンケート+産後リカバリー白書2023を活用し、参画企業と有識
者会議で選定

10月10日産後リカバリーの日『10の産前産後の重要課題2023』啓発活動
※前ページ参照 参画企業webサイト、SNS/神奈川県庁関連告知メディア/未病産
業研究会関連告知メディア/
県内外の産婦人科、助産院などでも発信

2023年10月10日～2023年10月9日の解決策の探索活動方針に
産後リカバリーアイデア会議の年間テーマとして、
有識者の方々と企業、自治体担当者と運営



産後のママがリカバリーできる環境づくりのための1丁目1番地として、
産後の課題の現在地を知る・伝える活動

産前産後の課題アップデート2023

各社SNSを活用した
話題化

• 「#10の産後課題」（仮）
と題して声を募集する

• 応募者には抽選で産後GIFT
セット（仮）をプレゼント

広告（神奈川新聞）を通じた
世の中への伝達

• 10の産後の重要課題2023
を活用した記事広告にでき
ないか
神奈川新聞社に相談

PRリリースによる
メディアフックの創出

• 神奈川県との共催リリース
を出す
→関係各所を巻き込む種に

• 10の産後の重要課題2023
のリリースを発表

コミュニケーションコンセプト

試用機会創出（新宿伊勢丹）

• 産後をもっと健やかにする
産後ギフトセットの販売

• 産後リカバリーの考え方の
啓発

キャンペーンの受け皿となる
WEBサイト

• 10の産後の重要課題2023
• 監修権威のコメント
• PJHPへのリンク
• ハッシュタグTwitterキャ

ンペーン募集要項

シンポジウムでの
ディスカッション促進

• 10の産後の重要課題2023
を軸に産後リカバリーにお
ける課題の着目について、
各社語る

• 医療・産後ケア関係者にも
登壇いただく

啓発活動MAP

拡げる
活動

深める
活動

▼
【コア施策】神奈川県と共同で産前産後の課題を社会化する大規模調査

各メディアにて発信

• プロジェクトwebサイト、SNS
• 参画企業webサイト
• 神奈川県庁関連告知メディア
• 未病産業研究会関連告知メディ

ア
• 県内外の産婦人科、助産院など

課題を深く知れる
出版活動

• 出版活動：産後リカバリー
白書2023の発刊



皆様へのお願い



産後リカバリープロジェクトでは、下記の2つの参加方法をご用意しております。
各社様のご負担を少なくしながら、社会啓発を行うことを基本として活動をして
おりますので、少しでも多くの賛同企業様の参加をお願いしたいと考えておりま
す。

１、産後リカバリープロジェクトへの入会
※基本協賛プラン 入会費10万円/年会費5万

◇HPへ企業ロゴ掲出／取組の紹介
◇産後リカバリーマーク配布(企業HP等の掲載OK）
◇産後リカバリー白書の提供
◇産後リカバリーアイデア会議（月1～2回）

A：有識者セミナー、B：産後リカバリー白書勉強会、C：企業マッチング会
→2023年11月以降は『産前産後の重要課題10のアイデア2023』の解決会議に

◇産休中（前）の社員向け産後リカバリープログラムの提供 ※有償

２、10月10日産後リカバリー啓発活動への参画
次ページ



２、10月10日産後リカバリー啓発活動への参画

＜産後リカバリーの日協賛パッケージ＞

◇神奈川県共同 産前産後の課題大規模調査の調査設計への参加

→『産前産後の重要課題10のアイデア2023』作成会議への参加

◇調査データの共有（1万人の産前産後の課題のローデータ）

◇シンポジウムへのテーマアップ・登壇

◇神奈川新聞 ロゴ掲載

¥100,000‐

＜オプション＞

◇神奈川新聞 取材記事

A) 神奈川新聞全5段 記事 79.5万円

B) 神奈川新聞全5段1/2記事 43万円

→自社の取り組み・サービスを取材可能

＜参画企業様全社＞

◇シンポジウムへの参加

◇産後リカバリー白書2023（PDF版）の提供

◇啓発webサイト及びプレスリリースへの社名・ロゴ掲載



7/5 7/13 7/27 上旬 下旬 1週目 2週目 3週目 4週目 10/10 ・・・

7月 8月 9月 10月

サイト制作

スケジュール

スケジュール

進め方・予算

コミュニケーション

プラン策定

協賛社

ご要望集約

本資料で

イメージ

すり合わせ

各社の

取り組みたい

ことを集約

予算を踏まえ、

内容を確定

サイト制作

スタート
サイト公開

Ph1：全体設計 Ph2：制作 Ph3：効果検証

制作

神奈川新聞

8/23

取材あり

締切

9/15

取材なし

締切

PR
10月10日

リリース
リリース制作

新聞広告

シンポジウム

サイト更新

シンポジウムの

様子

構成

登壇者声がけ
内容調整

シンポジウム

@タカラさん

課題調査 調査設計

実査

‐関係者

各位

集計・10の課題ピックアップ

10の課題発表

リリース
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